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［授業実践の詳細］ 

時限目 「ラオスと日本の深イイ気づき」 

１ 子どもの活動の流れ 

①  アイスブレーキング：グループ内で「○○な○○です。」と

自分のイメージを肯定的なひと言で自己紹介する。 

②  ラオスクイズ：グループ内で、教師が準備したクイズ（ひとり

一問）をやる。一番面白いと思うクイズをクラス全体に紹介し、

みんなでやる。 

③  フォトランゲージ：グループで、３枚のラオスの写真を見な

がら、各自が気づいたことを付箋紙に書き出す。 

④ 二次元軸表の作成：二次元軸を書いた模造紙に、各自で付箋紙を貼る。その付箋紙の位置をグ

ループで話しあいながら完成させる。 

⑤ 「深イイ気づきベスト３」：二元軸表から、自分たちの気づきを模造紙に書き、グループ毎に発表す

る。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ アイスブレーキングの自己紹介では、「自分のイメージ」をすぐにひと言で表すことができず、やや時間

がかかりすぎた。 

◇ ラオスクイズではどのクイズにも興味をもって取り組んでいた。特に、教師が体験してきたことをクイズに

したものは、大変喜び、それをクラス全体に紹介していた班が多かった。 

◇ ラオスの子どもたちの写真を中心に 3 種類用意し、写真のキャプションをできるだけ簡略化したが、説明

不足のため、事実と違う思い込みをしてしまう場面があった。 

◇ 二元軸表を作成しながら、ラオスと日本の良いところや良くないところについて、話し合うことで互いの

気づきを共有することができた。  

        

    

 

 

 

 

 

 

 

＜ラオスクイズで盛り上がる＞           ＜ラオスの写真から、気づきを書き出す＞ 

14 

・ ラオスについて興味をもつ。 

・ ラオスと日本の比較から、互い

の違いや同一性に気づき、肯定的

に理解しようとする。 

この時限のねらい 
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＜グループで二次元軸表を完成する＞              ＜二次元軸表＞ 

  

３ 使用した教材 

＜教材１＞ラオスクイズ  

＜教材２＞二元軸表のグラフ 

＜教材３＞ラオスの写真                      【ラオスクイズ】 

           

 【少数民族の村の兄弟】     【少数民族の村の赤ちゃん】      【織物を織って売る少女】 

 

 

時限目 「豊かさって何だろう？」 

１ 子どもの活動の流れ 

① アイスブレーキング：自分の「幸せを感じる時」をグループ内

で紹介する。 

② フォトランゲージ：グループで、「地球家族」の5カ国の写真を

見比べ、豊かだと思う順番を決る。その理由とともに発表す。 

③ ラオスと日本の比較：資料データや教師が現地で集めた情報を聞いたり、自分のことを振り返っ

たりしながら、ワークシートを完成させる。  

④ グループで、豊かな暮らしのために必要なこと（もの）を模造紙に５つ書き出し、発表する。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 授業で使用した「地球家族」の写真集に興味をもった生徒が多く、授業終了後に改めて写真集を見て

いる生徒もいた。 

15 

・ 豊かさのとらえ方の多様性に

気づき、豊かな暮らしのために

必要なこと（もの）を考える。 

この時限のねらい 



 

143 
 

Ⅷ．ラオス実践報告書［須古井京子］

◇ フォトランゲージでは、5 カ国の順番を決めるための話し合いの中で、互いに自分の価値観や考え方を

伝え合うことができたグループが多かった。 

◇ 「豊かさ」をキーワードにして授業を進める中で、国による違いだけでなく、クラスの仲間同士でも、豊か

さの考え方に多様性があることに気づくことができた。 

◇ グループ活動には慣れてきたが、模造紙に書いて作成するという作業には予想以上の時間がかった。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

           ＜５カ国の写真からランキング＞            ＜豊かな暮らしのために必要なもの＞ 
    

３ 使用した教材 

＜教材４＞「地球家族」の本（写真５枚）    ＜教材５＞ワークシート「豊かさについて考えよう！」  

   

     

 

 

 

 

 

 

 

       【豊かな国とは・・・】                【ラオスと日本を比べでみよう】 

 

 

時限目 「ラオスからのメッセージ～自分の夢に向かって～」 

１ 子どもの活動の流れ 

① アイスブレーキング：15 年後の自分の名刺を作り、グループ

内で自己紹介する。  

② ラオスからのメッセージ：ラオスで働く日本人（青年海外協力

隊、NGO スタッフ等）のインタビュー動画（１０分）を視聴し、

心に残った言葉やフレーズを付箋紙に書く。 

③ 派生図の作成：グループで、「働く」から派生図を作成する。    

④ 自分の将来の夢のために、今できることを書き出し、発表する。 
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・ ラオスで働く日本人のビデオ

を観て、自分の将来の夢につ

いて考える。 

・ 自分の将来のために、今でき

ることを考える。 

この時限のねらい 
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２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 現地でのインタビューの動画は、5 人のインタビューを１０分ほどにまとめ、聴き取りにくい場面もあった

が、生徒たちはとても集中して視聴することができた。 

◇ 心に残った言葉やフレーズを書く場面では、書き止めたいことがたくさんあったようで、付箋紙が足りな

いくらいであった。 

◇ 派生図の作成では、グループの仲間と話し合いながら作業をすすめ、自分と異なる意見を肯定的に受

け止める場面が多く見受けられた。 

◇ 仕上がった派生図を隣のグループと交換し、「いいねチェック」をしたことで、「働く」ことの意義をより多

面的に感じることができた。 

    

 

 

 

 

 

 

 

＜１５年後の自分の名刺つくり＞             ＜集中してビデオを視聴する＞   

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜心に残った言葉を付箋紙に書く＞            ＜「はたらく」の派生図＞ 

 

３ 使用した教材 

＜教材６＞ラオスで働く日本人の 

インタビュー動画 
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■ 全体を通して 

１ 授業の様子 

 

 

   

   

 

＜ＪＩＣＡ訪問プログラムに参加＞               ＜グループでの話し合いも和やかに＞ 

 

 
 

２ 参考文献・資料 

１） 「もし世界が１００人の村だったら」 

２） 「地球家族」～世界３０カ国のふつうの暮らし～ ＴＯＴＯ出版 

３） （公財）愛知国際交流協会「世界の国を知る・世界の国から学ぶ わたしたちの地球と未来」  

 

 
＜自分たちの学びを全校生徒に伝える＞            ＜参加型の学習の成果を・・・＞ 


